
パラアスリート社員が「共生」と「SELFing（なりたい自分）」をつなぐ探究学習講師に 

～埼玉県出身の車いすバスケットボール選手・橘 貴啓が、 

さいたま市立大宮国際中等教育学校で全 6回の特別授業に伴走～ 

■本件に関するお問い合わせ■ ヒューマンホールディングス株式会社 担当：若林、田野倉 
TEL： 03-6846-8002 FAX：03-6846-1220 E-mail：kouhou@athuman.com 
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教育を中心に人材・介護・保育・IT・美容・スポーツ事業を傘下に持つヒューマンホールディングス株式会社（本

社：東京都新宿区、代表取締役社長：佐藤 朋也、以下「当社」）は、車いすバスケットボール選手であり 2025

年 11 月にグループ初の「アスリート雇用」制度で入社した橘 貴啓（人事部 人材マネジメント課／SELFing（セル

フィング）アンバサダー）が、さいたま市立大宮国際中等教育学校（所在：埼玉県さいたま市大宮区、校長：根岸 

君和、以下「同校」）の探究学習プログラム「共生とは？」に特別講師として登壇したことをお知らせいたします。2026

年8月27日（木）には全6回にわたるプログラムが開講し、同校で初回オリエンテーションおよび初回授業を実施し

ました。 

 

【本件のポイント】 

●パラアスリート社員・橘 貴啓が特別講師として全 6 回の授業に伴走し、生徒が指導員となって地域住民向けの

パラスポーツ体験イベントを企画・運営するプロセスを支援 

●初回授業では、当社のバリュープロミス「SELFing」を紹介し、「共生社会の実現のために自分にできること」を考え

る機会を提供 

●橘自身の経験や車いすバスケットボールの実演・体験を通じて、パラスポーツの魅力やパラアスリートならではの視

点を伝え、「共生」というテーマを自分事として捉えるきっかけを提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件の背景】 

橘 貴啓（たちばな たかひろ）は、車いすバスケットボール選手として活動する傍ら、2025 年 11 月に当社グルー

プ初となる「アスリート雇用」制度で入社。人事部 人材マネジメント課に所属しながら、当社のバリュープロミス

「SELFing」のアンバサダーとして、社内外に自己実現の重要性を発信しています。事故をきっかけに車いすバスケット

ボールという新たな道と出会い、「なりたい自分」を見つけて歩んできた橘自身の軌跡は、SELFing そのものを体現する

ものです。 
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このたび、国際バカロレア（IB）中等教育プログラム（MYP）認定校であるさいたま市立大宮国際中等教育学

校（通称：MOIS＝モイス）より、探究学習「共生とは？」における生徒の学びを支援してほしいとのご依頼をいただ

きました。これを受け、橘が車いすバスケットボールの指導と自己分析ワークの両面から、生徒たちの探究学習に伴走

することになりました。橘自身が埼玉県出身で、現在も埼玉県内に在住しています。同じ埼玉で学ぶ生徒たちにとって、

より身近な視点から「共生」を考える機会となります。 

 

【SELFing と「共生」をつなぐ狙い】 

本プログラムでは、パラスポーツの体験や知識の習得にとどまらず、当社のバリュープロミスである「SELFing」の自己

分析ワークを掛け合わせることで、生徒が「共生社会の実現のために自分にできること」という問いを、自分自身の「なり

たい自分」に引き寄せて考えられるよう設計しています。 

 橘自身の歩みそのものが「SELFing」の体現であることから、この橘の経験と、探究学習「共生とは？」のテーマを重

ね合わせることで、生徒が「他人事」ではなく「自分事」として共生社会を考える相乗効果を生み出すことをめざしていま

す。 

 

【今回の取り組みについて】 

本プログラムでは、生徒（※1）約 130 名が「デフスポーツ」「ブラインドスポーツ」「車いすスポーツ」の 3 分野に分か

れ、それぞれの分野に精通する協賛企業・団体の協力のもと学びを深めます。当社は車いすスポーツ分野を担当し、

橘は全 6回にわたり生徒に伴走します。 

※1参加した生徒は 5年生（中高一貫課程のため高校 2年生にあたる学年） 

協賛企業・団体（法人名/順不同） 

デフスポーツ担当 ケイアイスター不動産株式会社 

ブラインドスポーツ担当 一般社団法人MUCHU 

株式会社すきやき 

車いすスポーツ担当 ヒューマンホールディングス株式会社 

 

【8 月 27日 初回オリエンテーションおよび初回授業の実施内容】 

当社が担当する車いすスポーツ分野では、橘の紹介動画上映・自己紹介・シュートのデモンストレーションのほか、

当社の紹介を実施しました。 

はじめに、探究学習を担当する加藤教諭より、スポーツを通じた体験を基にした課題解決とその発表までを行うため、

今回のテーマ「共生とは？」と課題設定「GRASPS（※2）」について説明。橘は、GRASPS が示す「ゴールを定める

ことから始まる」という考え方に共通点を感じたといいます。当社のバリュープロミス「SELFing」も「なりたい自分」というゴ

ールに向かい、得意なことを「見つける」「育てる」「つなげる」というプロセスを重ねるものだからです。 

この共通点を踏まえ、後半では以下の内容で当社による企画を実施しました。 

●SELFing について：大谷翔平選手のマンダラチャート（※3）を例に、目標達成のための思考整理法を紹介。橘

自身の SELFing シートも投影しながら、「共生とは？」というテーマをもとに生徒一人ひとりが目標設定を行うための説

明を実施 

●車いすバスケットボールのリアル体験：橘によるデモンストレーションのほか、立った状態と座った状態でのシュートの入

れにくさの違い（下半身の力を使えないため、近い距離から投げるなどの工夫が必要になること）を体感。1 分間のシ

ュート対決では橘が 15本を成功させた一方、生徒チームの最高記録は 6本にとどまり、パラアスリートの技術の高さを

実感する機会となりました。1グループにつき車いすは1台のため、生徒たちはシュートを打つ人・ボールを拾う人・ボール

を渡す人と自主的に役割分担をする様子も見られました。 

 

 

 



■本件に関するお問い合わせ■ ヒューマンホールディングス株式会社 担当：若林、田野倉 
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※2 実社会に即した課題を設計するためのフレームワーク「Goal（目標）」、「Role（役割）」、「Audience（聞き

手・対象）」、「Situation（状況）」、「Performance（成果物・行動）」、「Standards（評価基準）」から成

り立っている 

※3「マンダラチャート」は一般社団法人マンダラチャート協会の登録商標です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■さいたま市立大宮国際中等教育学校 校長 根岸 君和（ねぎし きみかず）様より 

＜MOIS の探究的な学びとは＞ 

本校はスクールミッションを「よりよい世界を築くことに貢献する地球人の育成」と掲

げ、すべての教育活動において実社会とつながる課題に向き合いながら、生徒が自

ら問いを立て、他者と協働しながら学びを深める探究学習を推進しています。 

そして、未来社会を生き抜く子どもたちに、多様な視点・視野・視座を育むととも

に、違いを尊重し、違いには価値があることを意識するよう促しています。そのために、

学校教育の中で多様な国籍、文化、歴史、哲学、能力をもつ方々と協働する機

会をいかに多く設定できるかが大切だと考えます。 

この度、ヒューマンホールディングスの皆さまとの連携により、多様な立場や価値観

に触れながら、「共生」について考える学びを一層進めていきます。この取組みを通じ

て、生徒たちが社会課題を自分事として捉え、よりよい社会の実現に向けて主体的

に行動する力を育んでいくことを期待しています。 

 

■パラアスリート社員 橘 貴啓（たちばな たかひろ）プロフィール 

ヒューマンホールディングス株式会社 

人事部 人材マネジメント課所属 

車いすバスケットボールチーム「NO EXCUSE」プレーヤー 

  

1986 年、埼玉県出身、現在も埼玉県内に在住。20

歳のときに事故で車いす生活となる。入院中に車いすバス

ケットボールと出会い競技を始めるが、学業と就職のため約

6年間競技から離れる。28歳のとき、再び挑戦するためア

スリート雇用制度のある企業に転職して競技に本格復帰。

2025 年 11 月、当社グループ初の「アスリート雇用」制度

で入社し、人事部にて勤務しながら「SELFing アンバサダ

ー」としても活動中。背番号は、あこがれの NBA 選手デニ

ス・ロッドマンがシカゴ・ブルズで付けていた 91番。 

  



■本件に関するお問い合わせ■ ヒューマンホールディングス株式会社 担当：若林、田野倉 
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■今後のスケジュール（2回目以降） 

第2回 9月 17日（木） 「他人事から自分事に」視点を変えてみる 

第 3回 9月 24日（木） 「できない」を「おもしろい」に変えるのが指導員の仕事 

第 4回 10月 1日（木） どうすれば全員が活躍（＝楽しむ）できるかを知る 

第 5回 10月 29日（木） いろいろなパラスポーツを知ろう 

第 6回（最終） 11月 19日（木） 生徒の企画した地域住民向けのパラスポーツ体験イベントの運営 

※各回の取材撮影が可能です。ご希望の日をご連絡ください。 

 

■ヒューマングループについて 

 1985年の創業以来「為世為人（いせいいじん）」を理念に掲げ、教育を中核に人材、介護、保育、IT、美容、ス

ポーツと多岐にわたる事業を展開しています。 

深刻な社会課題である「労働人口減」に対し、各事業の専門性

を活かした 4領域で解決を推進しています。教育・人材事業による

「海外人材の活用」「成長産業分野の専門教育と労働移動」、介

護（通所・訪問・ホスピス等）や保育・学童運営による「国内労働

力の確保」、RPA・AI・IT 活用を通じた「生産性の向上」に注力。

SDGs への貢献を通じて、誰もが自分らしく生き、学び、働ける社会の実現と、時代に即した労働環境の革新に取り

組んでいます。 

 

●ヒューマンホールディングス ウェブサイト：https://www.athuman.com/ 

 

会社概要 

ヒューマンホールディングス株式会社 

●代表者：代表取締役社長 佐藤 朋也 

●所在地：東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿プライムスクエア 1階 

●資本金：12億 9,990万円 ●URL：https://www.athuman.com/ 


